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■本編
	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化にふれる

	


	教材名
	配当時間
	「声に出して，さまざまな作品を読もう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	声に出して，さまざまな作品を読もう
	4

言語4
	・さまざまな種類の作品の音読を通して，古典のきまりなどを知る。

【伝（ア）　文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界に触れること】

【伝（イ）　古典には様々な種類の作品があることを知ること】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文章を音読することをとおして古典に親しんだり，我が国に長く伝わる伝統文化について関心を深めたりしようとしている。
	記述の分析
	○　さまざまな音読や朗読の仕方を考えたり，暗唱したりして，作品に描かれた世界をより豊かに味わっている。

○　これまでに学習した古典の作品を紹介したり，興味をもった作品の他の部分や類似した作品を読んだりしようとしている。

☆　繰り返し音読させて，最も親しみやすいと感じる作品について「なぜそう感じたのか」を考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　さまざまな種類の作品について，それぞれの作品のもつ言葉のリズムや表現の特徴の違いに気づいている。
	記述の確認
	○　それぞれの作品ごとの言葉のリズムや表現の特徴の違いに気づき，その違いがどのようなものかを自分なりの考えをもとに説明している。
☆　「春のうた」・「朧月夜」と和歌・俳句とを繰り返し音読させて，その違いをあげさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習の学習目標」に基づいて設定している。


	『学びを広げる』との関連
	・京都・奈良紀行（Ｐ8）

・小倉百人一首（折込）


	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化にふれる

	


	教材名
	配当時間
	「竹取物語」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	竹取物語
	4

言語4
	・古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界にふれる。

【伝（ア）　文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界に触れること】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　言葉のリズムを確かめながら読んで，古典に描かれている人々の生活や心情，ものの見方や感じ方を想像しようとしている。
	記述の分析
	☆　現代語訳を手がかりに，登場人物や大まかな話の展開を確かめながら音読させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　古文特有のきまりや作品のもつ言葉のリズムに注意して音読している。
	行動の観察
	☆　繰り返し音読させるなどして，古典のリズムに慣れさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。


	『学びを広げる』との関連
	・言葉を旅する（P26）


	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化にふれる

	


	教材名
	配当時間
	「漢字の字体・画数・筆順」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字の字体・画数・筆順
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　さまざまな字体・書体や画数と筆順を学ぶことをとおして，書きやすく読みやすい文字について考えようとしている。
	行動の観察
	☆　字体によって画数の違う例を確かめさせたり，漢和辞典などを用いて筆順などを調べさせたりする。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　字体・書体や画数，筆順の意味を理解している。
	行動の観察
	☆　漢和辞典や「漢字字典」（P292）などを用いて画数や筆順を調べさせ，それにしたがって書くことによって，読みやすい文字となることを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習の学習目標」に基づいて設定している。
★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	伝統的な言語文化

	単元のねらい
	言語文化にふれる

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう①」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう①
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文化に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　言語文化や伝統文化に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習の学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「スピーチをしよう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	スピーチをしよう
	4
話す・聞く4
	・聞き手の反応に注意しながら話をする。
・さらに知りたいことやわからないことについて質問する。

【Ａア　話題設定や取材】

【Ａウ　話すこと】

【Ａエ　聞くこと】

	言語活動
	日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりすることをとおした指導。【Ａ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例


	関心・意欲・態度
	１　聞き手の反応に注意しながら話したり，もっと知りたいことについて質問したりしようとしている。
	記述の分析
	○　場の状況や相手の様子に応じて話したり，自分の考えと比較しながら聞いたりしようとしている。

☆　スピーチについて「友達からのカード」などを活用して話し合いをさせて，話し方・聞き方について振り返らせる。

	話す・聞く能力
	１　日常生活の中から話題を決め，スピーチをするための材料を集めて整理して，伝えたい内容を明確にしている。
	記述の確認
	○　聞き手を意識してより効果的に伝えるために，必要に応じてさらに材料をつけ加えたり，再整理したりしている。

☆　自分自身の体験だけでなく，身近な人々の体験や知識なども参考にさせる。

	
	２　聞いたスピーチについて，話し手の伝えたい内容や話し方の工夫を捉え，必要に応じて質問している。
	記述の確認
	○　自分の考えと比べながらスピーチを聞いて，話し手に尋ねたいことの中心をはっきりさせている。

☆　スピーチの内容や話し方について，メモをもとに何が足りないかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話す目的にふさわしい話し方はどのようなものかを考えながらスピーチをしている。

【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】
	行動の観察

記述の点検
	○　スピーチの効果を高めるために必要な話し方の工夫について，話す内容にそって考えている。

☆　話す目的に合った声の大きさや速さ，声の調子や間の取り方などについて注意を向けさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習の学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	１　話題を決めるには

４　聞き手を意識して話すには

	『学びを広げる』との関連
	・事物からの情報収集（P81）

・評価の場面（P99）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「一枚レポートを書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	一枚レポートを書こう
	4
書く4
	・集めた材料を分類・整理して，文章の構成を考える。

・調べたことについて，根拠を明確にした文章を書く。

【Ｂイ　構成】

【Ｂウ　記述】

	言語活動
	図表などを用いた説明や記録の文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　レポートを書くことを振り返って，構成を考えたり根拠を明らかにして文章を書いたりすることの必要性に気づき，自分の表現にいかそうとしている。
	記述の分析
	○　他との交流をとおして，よりわかりやすく伝えるための文章構成や根拠を明確にした文章の書き方について考えて，自分の表現にいかそうとしている。

☆　書いたレポートを友達と交換して読み合い，書き手の考えがどのように記述されているかを指摘させる。

	書く能力
	１　レポートの構成を考えるために，集めた材料を分類したり取捨選択したりするなどして，整理している。
	記述の確認
	○　レポートの構成がより効果的なものとなるように考えて，カードの内容を修正したり必要なカードをつけ加えたりしている。

☆　「はじめ」「なか」「おわり」を意識してカードを並べ替えさせる。

	
	２　テーマについて，集めた材料にもとづいて根拠を明確にして書いている。
	記述の確認
	○　限られた紙面の中で読み手にとってわかりやすく伝えるために，どの部分が根拠であるかが明確になるように，必要に応じて要約したり，適切に引用したりするなどの工夫をして書いている。

☆　必要に応じて文章と図表やグラフを適切に用いるようにさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　レポートにふさわしい「書き言葉」の表現や，接続する言葉・指示する言葉などを適切に用いて書いている。

【言（エ）　単語，文及び文章】
	記述の確認
	○　事象や行為などを表す多様な語句から文脈にふさわしいものを適切に選択したり，接続する言葉・指示する言葉と同じような働きをもつ語句などを用いたりして書いている。

☆　「レポートの文章表現」（P44）を参照させて，文章表現について確認しながらレポートを書かせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習の学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	８　書く材料を整理するには

10　根拠を明確にして書くには

	『学びを広げる』との関連
	・表とグラフによる表示（P87）

・引用の手法（P89）


	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「類義語辞典の活用」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	類義語辞典の活用
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ウ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　似た意味を表す多様な語句があることに気づき，話や文章の中で使う際の表現上の違いについて考えようとしている。
	行動の観察
	☆　日常の言葉遣いの中で，場面や目的，相手によって言いかえている例をもとに，似た意味を表す語句の中から使い分ける必要性を考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　似た意味を表す多様な語句について辞典などを用いて調べて，話や文章の中でのはたらきについて理解している。
	行動の観察
	☆　例文の語句を似た意味を表す他の語句と置きかえて，その違いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	表現力１

	単元のねらい
	的確に表す

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう②」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう②
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「体験文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	水田のしくみを探る
	4
読む4
	・筆者の説明にはどのような工夫があるか考えながら読む。

【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	文章と図表などとの関連を考えながら，説明の文章を読むことをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文章の組み立てや表現の工夫について理解することをとおして，ものの見方や考え方を広げようとしている。
	記述の点検
	○　写真や図表をどのように用いたらよいかということについて，他の人の意見も参考にして考えを広げている。
☆　筆者がなぜこのような段落のつながりと意味のまとまりで書いたかを考えさせる。

	書く能力
	１　文章の段落構成や展開にもとづいて，水田の構造の科学性や長所が述べられていることを理解している。
	記述の分析
	○　筆者がナンバリングとラベリングの考え方を用いていることや，述語の説明をしてから内容を書くという一貫性があることを理解して内容を読み取っている。
☆　水田が土を固めて作られている理由が説明されている段落とそのつながりを指摘させる。

	
	２　文章の展開，図やグラフの使われ方などに注意して読むと，内容が理解しやすくなることを自分の言葉で説明している。
	記述の分析
	○　写真・図・表が，書き手の意図とどのように結び付いているか，具体的な根拠を挙げて書いている。
☆　図やグラフの内容がどの段落で述べられているかを確かめさせる。

	言語についての

知識・理解・技能
	１　指示語や接続詞およびこれらと同じようなはたらきをもつ語句などに注意して読んでいる。
【言（エ）　単語，文及び文章】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　段落の冒頭の言葉だけでなく，文をつなぐ言葉や内容のつながりにも注意して，文章の構成を読み取っている。
☆　各段落の文頭の言葉がどのようなはたらきをしているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習の学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	17　文章の特徴について考えるには

	『学びを広げる』との関連
	・表とグラフによる表示（P87）

・説明的な文章の要約（P91）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「体験文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	体験文を書こう
	5
書く5
	・日常生活の中から題材を決め，材料を集める。

・文章の構成を考え，理由を明らかにして自分の考えを書く。

【Ｂア　課題設定や取材】

【Ｂイ　構成】

【Ｂウ　記述】

	言語活動
	関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　わかりやすい文章にするために，材料を集めながら考えをまとめたり，段落の役割を考えて文章を構成したりしようとしている。
	記述の確認
	○　書く内容全体についての見通しをもって文章を書くことの必要性を意識して，構想を立てたり，文章の構成を工夫したりしている。
☆　生徒作品例「添乗員さんと出会って」（P62）とカード例（P60）とを比べさせて，カードの内容が作品例にどのようにいかされているかを考えさせる。

	書く能力
	１　書く目的にそって題材を決め，関連する材料を集めながら，体験文の中心となる事柄をまとめている。
	記述の点検
	○　もっとも伝えたい内容について，考えたことや感じたことをその理由が述べられるように工夫しながら書いている。
☆　取りあげたい題材について，その内容を時間・様子・そのときの気持ちなどの事柄ごとにあげさせる。

	
	２　集めた材料を整理して，伝えたい事柄が明確になるように段落の役割を考えながら文章を構成している。
	記述の点検
	○　内容が読み手によりよく伝わるように，それぞれの段落の役割を明確にして文章を書いている。
☆　書く材料を分類する視点を例示して具体的に考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　事象や行為などを表す語句や，指示語や接続詞などを効果的に用いて書いている。

【言（ウ）　語句・語彙】
【言（エ）　単語，文及び文章】
	記述の分析
	○　文章をよりよいものにするための方法を具体的に挙げて，それに基づいて語句や指示語・接続詞などを効果的に用いて文章を書き直している。
☆　カードの内容を詳しく説明させたり，段落と段落とをつなぐ言葉を考えさせたりする。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	７　書く内容を決めるには

９　段落の役割を考えて構成するには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の評価（P83）

・記録のメモ（P85）


	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「接続語・指示語」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	接続語・指示語
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（エ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　接続する言葉や指示する言葉を自分の表現や理解にいかそうとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　接続語や指示語を使った文章と，それらを取り除いた文章とを比べさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　接続する言葉や指示する言葉の意味とはたらきを適切に理解している。
	行動の観察
	☆　実際の文章の中から接続語や指示語を探し出し，分類したり意味を考えさせたりする。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	表現力２

	単元のねらい
	わかりやすく述べる

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう③」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう③
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　表現に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　表現に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	

	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「空中ブランコ乗りのキキ」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	空中ブランコ乗りの
キキ
	4
読む4
	・場面の展開や登場人物に注意して読む。

【Ｃウ　文章の解釈】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　言葉を手がかりにしながら文脈をたどって読んで，描写の効果について考えようとしている。
	記述の確認
	○　「白い大きな鳥」が比喩であることを捉えたうえで，比喩の読み取りを行うと同時に，「悲しそうに鳴きながら～」の悲しみの内容にまで理解を進めようとしている。

☆　「白い大きな鳥」に関わる表現をたどらせ，それらがどのようなつながりをもっているかを考えさせる。

	読む能力
	１　場面の展開や状況の中で登場人物がどのように描かれているかを，確かめながら読んでいる。
	記述の分析
	○　教材の記述をふまえたうえで，客観的に，自分の言葉で登場人物像や心情をまとめている。

☆　それぞれの登場人物について書かれている部分に線を引かせて，どのような人物かを考えさせる。

	
	２　情景や行動・せりふなどに注目して，それぞれの場面のキキの心情がどのように描かれているか考えながら読んでいる。
	行動の観察
	○　情景や行動・せりふなどに注目して，それぞれの場面のキキの心情がどのように描かれているか考えながら音読している。

☆　キキの心情がわかる表現を確かめさせ，それぞれの場面についてどのような気持ちかを箇条書きであげさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　文章の中で使われている比喩や省略，倒置などの表現の技法の意味や使われ方について理解している。

【言（オ）　表現の技法】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　比喩や省略，倒置といった表現技法が実際に使われているところに線を引いているだけではなく，比喩を使用して表そうとしていることや表現の効果について記述している。
☆　比喩や省略，倒置などの例をあげ，同じような表現を文中から探させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習の学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	20　場面の展開を読み取るには

	『学びを広げる』との関連
	・宮沢賢治「注文の多い料理店」（P42）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「ユニバーサルな心を目指して」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	ユニバーサルな心を
目指して
	4
読む4
	・言葉の意味を捉えながら筆者の考えを読み取る。

【Ｃア　語句の意味の理解】

	言語活動
	文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むことをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　語句の文脈の中での意味を的確に捉えて文章を読むことをとおして，筆者のものの見方や考え方を理解しようとしている。
	記述の分析
	○　「ユニバーサルな心」をもつことが重要であることが説明できていると同時に，「ユニバーサルな心」をもつことで現実の「穴」を捉えることができることへの指摘がなされている。
☆　筆者が求めている「発想」とはどのようなものかを考えさせる。

	読む能力
	１　筆者が捉えている「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」の意味を，筆者の言う「問題点」としての指摘から理解している。
	記述の確認
	○　筆者が捉えている「バリアフリー」と「ユニバーサルデザイン」の意味について，現状の「問題点」からも理解したうえで，記述することができている。
☆　「そして」「ところが」「つまり」などの接続詞を手がかりに，「みんなが」（P80L8・P81L2）の傍点の意味を考えさせる。

	
	２　例にあげられている事柄の意味について，かぎかっこをつけた言葉の意味をふまえて考えている。
	記述の点検
	○　車椅子・点字対応のエレベーターが設置されている現実を捉えた上で，点字表示だけではまだまだ不十分であることを筆者の体験をもとにまとめることができる。
☆　エレベーターの例では，「穴」が他にどのように言いかえられるかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　本文の語句について，辞書的な意味をふまえたうえで，思考力や想像力を働かせて文脈上の意味を捉えている。
【言（イ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	行動の観察
	○　「穴」と「発想」という語句について，辞書的な意味をふまえたうえで，思考力や想像力を働かせて筆者の体験に結びつけて意味を捉えることができる。
☆　「穴」を辞書で引かせて，文脈に合った言葉の意味を見つけさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	13　語句の意味を知るには

14　中心となる内容を捉えるには

	『学びを広げる』との関連
	・飯田朝子「数え方でみがく日本語」（P68）

・説明の具体化（P93）


	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「漢字の部首と成り立ち」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字の部首と成り立ち
	1
漢字1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　漢字の部首や成り立ちを学ぶことをとおして，漢字のしくみや学び方について考えようとしている。
	行動の観察
	☆　漢和辞典などを用いて部首や成り立ちを調べさせ，それらと漢字の意味や読みとの関係を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　漢字の部首と成り立ちについて，基本的な用語の意味や漢字に対する見方を理解している。
	行動の観察
	☆　漢和辞典や「漢字字典」（P292）などを用いて部首や成り立ちと読みとの関係を確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	理解力１

	単元のねらい
	的確に読み解く

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう④」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう④
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　社会に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　社会に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「詩三編」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	詩三編

（いるか・夕焼け・雨ニモマケズ）
	3
読む3
	・詩の内容を理解し，表現の特徴について自分の考えをもつ。
【Ｃエ　自分の考えの形成】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　表現の特徴を分析的に捉え，その工夫や効果について自分の考えをもとうとしている。
	記述の確認
	○　作品全体をふまえて朗読の工夫を考えたり，他の詩句との関連を意識して朗読の仕方を工夫したりしようとしている。
☆　三編の詩について，それぞれどのような朗読の仕方がふさわしいかを考えさせる。

	読む能力
	１　それぞれの詩の内容や表現の特徴について，気づいたことを説明している。
	記述の確認
	○　三編の詩のそれぞれの内容と表現の特徴を豊かに捉え，自分なりの表現を工夫して表している。
☆　三編の詩を比べて，それぞれにどのような違いがあるか確かめさせる。

	
	２　詩の内容や表現の特徴を捉えて，朗読の工夫をしている。
	記述の点検
	○　「いるか」の意味が多様に捉えられるおもしろさや楽しさを意識して詩を理解し，朗読の工夫をしている。
☆　「いるか」を音読させて，どこにおもしろさや楽しさを感じるかを，詩の表現に即して確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　詩に用いられている表現の技法について理解して，朗読にいかしている。
【言（オ）　表現の技法】
【漢（ア）　漢字の読み】
	行動の観察
	○　詩の内容理解を朗読にいかし，自分の感じたことや気づいたことを工夫して朗読している。
☆　読む速さや強弱，言葉の調子や間の取り方などを変えることで，どのような印象の違いが感じられるかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	19　語句の意味やイメージをつかむには

23　ものの見方や考え方を広げるには

	『学びを広げる』との関連
	・詩の音読・暗唱（P32）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「鑑賞文を書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	鑑賞文を書こう
	2
書く2
	・理由を明らかにして自分の気持ちを伝える。

【Ｂウ　記述】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　自分の感じたことを人に説明するためには，その根拠や理由を示すことが大切であることに気づいて，文章を書こうとしている。
	記述の分析
	○　自分が取りあげた対象にテーマや内容が近いものについて書かれた他の文章を参考にして，構成や言葉遣いについても工夫して，伝わりやすい文章にしようとしている。
☆　交流でのコメントから，感じたことが伝わった場合と伝わっていない場合の違いを確かめさせる。

	書く能力
	１　題材についての自分の感じたよさが読み手に伝わるように，根拠を明らかにして書いている。
	記述の確認
	○　多様な角度から題材の魅力を分析して鑑賞文を書いている。
☆　観点（対象・デザイン・色など）を例示して，何を感じたかを整理させる。

	
	２　題材について書き手の感じたよさと，それがどのように書かれているかに着目して自分の意見や感想を述べている。
	記述の確認

行動の観察
	○　視点を明確にして意見や感想を述べている。
☆　「作品例１・２」(P103）を読ませて，それぞれの書き手の感じたこととよさがどのように述べられているかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　自分の感じたよさを表すために，事象や行為などを表す多様な語句の中から，ふさわしいものを選んで用いている。

【言（ウ）　語句・語彙】
	記述の確認
	○　相手に伝わりやすいように比喩や擬態語などを用いて表現している。
☆　国語辞典や類義語辞典などを用いて，より適切な表現がないか探させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	９　段落の役割を考えて構成するには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の評価（P83）

・わかりやすいメッセージ（P97）


	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「言葉の単位・文節の関係」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	言葉の単位・文節の関係
	2
言葉の特徴やきまり2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ウ）　文の中の文の成分の順序や照応　※２年】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　単語や文節の切り方によって異なってくる多義的な文の意味に見つけようとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　多義的な文について，単語や文節の大きな意味の切れ目に線を引かせたり，切れ目を意識して実際に声に出して読ませたりするさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　言葉の単位や文節の関係に関わりのある言葉ついて，その名称と働きを理解している。
	行動の観察
	☆　単語と文節の切れ目を線で区切ったり，文節間の関係を図に表させたりする。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	理解力２

	単元のねらい
	判断して説明する

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑤」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑤
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　関係に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　関係に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「討論ゲームをしよう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	討論ゲームをしよう
	5
話す・聞く5
	・相手の意見をふまえながら話す。

・相手の発言を聞いて，自分の考えをまとめる。
【Ａイ　話すこと】

【Ａオ　話し合うこと】

	言語活動
	日常生活の中の話題について対話や討論などを行うことをとおした指導。【Ａ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　話し合いをとおして，自分と異なる立場や考え方を尊重しながら，自分の考えを確かなものにしようとしている。
	記述の確認
	○　討論の観察や討論における自分の考えの変化をふまえて，話し合いにおいて他者を説得するためにはどのようなことが必要かということについて考えようとしている。

☆　話し合いの流れにそって，自分の考えを振り返って確かめさせる。

	話す・聞く能力
	１　自分の意見とその根拠が相手に伝わるように，話の組み立てを考えている。
	記述の確認
	○　自分の意見についての反論を予想し，それについて説得力のある再反論を考えている。

☆　話し合いの準備の相談の中で，他の人からアドバイスされた意見をもとに，付け足す部分や話す順番を考えさせる。

	
	２　討論ゲームの話題や方向を捉えて話したり聞いたりしながら，自分の考えをまとめている。
	記述の確認

行動の観察
	○　討論の内容をふまえ，自分の考えとその根拠について，多角的な視点から考察してまとめている。

☆　自分と異なる意見の根拠を，箇条書きで整理させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　場にふさわしい言葉遣いや，音量，抑揚などを意識して話し合っている。
【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】
	行動の観察
	○　聞き手の反応に応じて言葉遣いや音量，抑揚などを工夫して話している。

☆　聞きやすくわかりやすい発言と，そうでないものとの違いを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	３　伝わるように話すには

６　話題にそって話し合うには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の評価（P83）

・わかりやすいメッセージ（P97）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「この小さな地球の上で」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	この小さな地球の上で
	3
読む3
	・自分のものの見方・考え方を広げるために読む。

【Ｃオ　自分の考えの形成】

	言語活動
	課題にそって本を読み，必要に応じて引用して紹介することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　筆者のものの見方や考え方について，話し合ったり考えたりすることをとおして，自分の考えを広げようとしている。
	記述の分析
	○　文章に表れている筆者独自のものの見方について表現の特色をふまえて理解し，自分のものの見方や考え方を広くしようとしている。

☆　「人間の英知」（P117L13）という言葉をあげた筆者の意図を，最後の三段落（P117L1～）から考えさせる。

	読む能力
	１　筆者のものの見方や考え方を，それがどのような体験や経験によるものなのかをふまえて読み取っている。
	記述の確認
	○　題名が象徴する筆者の考え方を捉え，人間のあり方について自分なりの考え方をもっている。

☆　筆者が「人間」について述べている部分をあげさせ，筆者がなぜそう考えたのかを確かめさせる。

	
	２　「人間は，果てしなく賢明で，底知れず愚かだ。」（P115L4）とする筆者のものの見方や考え方について話し合ったことをもとに，共感することや疑問に思ったことについて，自分の考えをもっている。
	記述の点検
	○　筆者のものの見方や考え方で共感したり疑問に思ったりしたことについて，他の事実や自分の体験をふまえて説明している。

☆　筆者が「人間は賢明だ」と述べている理由と「人間は愚かだ」と述べている理由を，それぞれ文章から抜き出させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　事象や行為などを表す多様な語句について，その意味を確かめながら文章の内容を理解している。

【言（ウ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　さまざまな語句や写真・挿絵が筆者のものの見方・考え方を述べるうえで効果的に使用されていることを理解し，文脈における意味を捉えている。

☆　「人間は，果てしなく賢明で，底知れず愚かだ。」（P115L4）について，「果てしなく」「底知れず」がある場合とない場合とで意味がどう異なるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	18　必要とする情報を集めるには

	『学びを広げる』との関連
	・事物からの情報収集（P81）

・説明的な文章の要約（P91）


	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「音声のしくみとはたらき」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	音声のしくみとはたらき
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（ア）　音声の働きや特徴，言葉遣い】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　標語や川柳のリズムや響きのよさが，音節の数に由来していることを理解しようとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　標語や川柳の音節数を実際に数えさせたり，実際に発音させたりして，リズムや響きのよさを実感させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　基本五十音図に対して，音節，母音･子音の考え方をおおむね理解している。
	行動の観察
	☆　基本五十音図をローマ字で書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	伝え合う力

	単元のねらい
	ともにわかり合う

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑥」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑥
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　話し合いや日常生活に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　話し合いや日常生活に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える


	


	教材名
	配当時間
	「学校案内リーフレットをつくろう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	学校案内リーフレットをつくろう
	4
書く4
	・書いた文章を読み返し，より読みやすくわかりやすい文章にする。
【Ｂエ　推敲】

	言語活動
	行事等の案内や報告をする文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　書いた記事を読み返したり，読み手の興味や関心を考えて意見を出し合ったりすることをとおして推敲の必要性に気づき，文章を書くことにいかそうとしている。
	記述の確認
	○　リーフレットの制作をとおして推敲の大切さについて理解し，これからの学習や生活の中でいかそうとしている。
☆　書き直した文章の例をもとに，どのような推敲が行われたかを確かめさせる。

	書く能力
	１　書く目的に合うように必要な資料を集め，読み手の興味や関心を考えて，文章を書いている。
	記述の確認
	○　読み手の興味・関心を想定し，記事の読みやすさ・親しみやすさにも配慮して，記事の内容を考えたり，資料を効果的に用いたりして書いている。
☆　中学校に入って感じた小学校との違いや中学校の特徴について具体例をあげさせて，どれを伝えたらよいか考えさせる。

	
	２　わかりやすく読みやすい文章にするために，文字や言葉の使い方，述べ方などを確かめながら，書き直している。
	記述の点検
	○　伝えたい事柄を的確に表す語句を選択し，正しい文字・表記で文章を書いている。
☆　漢字や言葉遣いにまちがいがないか，他にもっとよ言葉がないかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　読み手にとってわかりやすい適切な言葉を選んだり，親しみやすい述べ方を用いたりして書いている。
【言（ウ）　語句・語彙】
	記述の点検
	○　小学生に伝わるような語句や表現に言いかえたり，親しみやすい述べ方を工夫したりしながら書いている。
☆　やさしい言葉に言いかえたり，常体と敬体の区別を確かめたりさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	11　書いた文章を見直すには

	『学びを広げる』との関連
	・説明の具体化（P93）

・視覚にうったえる編集（P95）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「信頼をつなぐ」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	信頼をつなぐ
	4
読む4
	・どんなことを伝えるために，何を例に用いて説明しているかを考えながら読む。

【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	文章と図表などとの関連を考えながら，目的に応じて必要な情報を読み取ることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　例示の意味や効果を考えながら，筆者が伝えたいことを論の展開にそって読み取ろうとしている。
	記述の分析
	○　例示が筆者の伝えようとしていることを明確にしたり，読者の理解を助けたり，興味・関心を高めたりする働きをしていることを理解しようとしている。
☆　例として示されている事柄が，大きな意味のまとまりごとの最後の一文とどうつながっているかを考えさせる。

	読む能力
	１　本文中にあげられている例のそれぞれが，筆者が伝えたいこととどのようにつながっているかを確かめながら読んでいる。
	記述の確認
	○　さまざまな例と，それらに求められる機能・条件を文章中から読み取り，整理して書いている。
☆　ファスナーが使われている場所や条件によって，求められる機能や役割にどのような違いがあるかを確かめさせる。

	
	２　大きな意味のまとまりごとに中心を読み取って，それぞれのまとまりがどのような役割をもっているかを理解している。
	記述の確認
	○　「身近な例を取りあげて話題を提示する」→「さまざまな例を示しながら結論の裏付けとなる事実を説明する」→「文章全体をまとめて強調する」のように各まとまりの役割と関係についてとらえている。
☆　大きな意味のまとまりごとに，それぞれの例について筆者がどんなことを伝えようとしているかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　伝えたいこととそれを支える例とを書き分けるために，文と文・段落のつながりを筆者がどのように工夫しているかを理解している。

【言（エ）　単語，文及び文章】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　叙述の順序や繰り返し，指示語や接続詞の用い方などに着目して書いている。
☆　「このように」（P132L9）が，その前後の内容をどのようにつないでいるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	16　文章の内容をまとめるには

	『学びを広げる』との関連
	・渡辺武信「玄関扉」（P64）

・説明の具体化（P93）


	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「単語の類別・品詞」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	単語の類別・品詞
	2
言葉の特徴やきまり2
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（エ）　単語，文及び文章】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　品詞ごとの意味のおおまかな違いについて考えようとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　品詞の定義ごとに，「○○を表す言葉」を集めさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　単語の品詞分類についておおむね理解している。
	行動の観察
	☆　十品詞の名称と主な単語を書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	思考力１

	単元のねらい
	論理的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑦」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑦
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　考えることや身体・健康に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　考えることや身体・健康に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「タオル」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	タオル
	4
読む4
	・登場人物の行動から，心情を読み取る。
【Ｃウ　文章の解釈】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文脈をたどりながら登場人物の行動や心情の描写を読み取ることをとおして，作品の世界を味わおうとしている。
	記述の分析
	○　表題の意味をふまえながら主題を捉えることを通して自分の考えをもち，作品の世界を味わおうとしている。

☆　祖父と他の登場人物との関係がどのように描かれているかを確かめさせる。

	読む能力
	１　時間の流れにそって，祖父の死についての少年の心情を確かめながら読んでいる。
	記述の確認
	○　象徴的な表現の箇所を押さえつつ，時間の流れにそって，祖父の死についての少年の心情を確かめながら読んでいる。

☆　祖父の死に対する少年の心情の描写をあげさせて，整理させる。

	
	２　最後の場面での，少年と父とシライさんのそれぞれの思いがどのように描かれているかを考えながら読んでいる。
	記述の確認
	○　最後の場面での，少年と父とシライさんのそれぞれの思いがどのように描かれているかを，タオルのもつ象徴的な意味を考えながら読んでいる。

☆　祖父についてのシライさんと少年との会話の内容を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物の行動や場面を描くために用いられている語句について，その効果を考えている。

【言（ウ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　人物の行動や場面を描くために用いられている語句について，主人公の心情とどのように関わっているかをふまえて，その効果を考えている。

☆　「熱いものがまぶたからあふれ出た。」（P152L15）などの表現について，他の言葉を使った表現と比べてどのような効果があるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	21　人物の描写をとおして内容を読み取るには

	『学びを広げる』との関連
	・立原えりか「アイスキャンデー売り」（P58）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「私のトップニュースを書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	私のトップニュースを書こう
	4
書く4
	・日常生活の中から材料を集め，自分の考えをまとめる。

・根拠の明確さについて意見を述べ合い，自分の表現の参考にする。

【Ｂア　課題設定や取材】

【Ｂオ　交流】

	言語活動
	図表などを用いた説明や記録の文章を書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　書く目的にそって，伝えたい内容の根拠が明確になっているかどうかを交流して確かめ，自分の表現にいかそうとしている。
	記述の分析
	○　交流をふまえて文章を推敲し，修正した内容をふまえて，全体の構成や言葉の使い方についても再度検証して整えようとしている。
☆　指摘された内容をもう一度確認して，「次に書くときはどうするか」を具体的に考えさせる。

	書く能力
	１　自分が書きたいできごとを構想メモにまとめて，伝えたい内容やその理由を整理している。
	記述の確認
	○　自分が書きたいできごとについて多角的な観点から適切な材料を集め，構想メモにまとめて，伝えたい内容やその理由を整理している。

☆　「構想メモの例」（P157）を参考にして，伝えたい中心になるできごとについて整理させる。

	
	２　下書きを読み合い，どのようにしたらより伝わりやすくなるかを指摘し合い，表現を工夫して書き直して清書している。
	記述の確認
	○　下書きを読み合い，どのようにしたらより伝わりやすくなるかを指摘し合い，表現を工夫して書き直しすとともに視覚にうったえる編集を意識しながら清書している。

☆　伝えたい中心が明確になっているか，できごとの様子や順序が明確かなどの視点から，交流をとおして指摘された内容について構想メモに戻って考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　書く目的にそって，事象や行為などを表す多様な語句の中から，伝えたい内容にふさわしいものを選んで用いている。

【言（ウ）　語句・語彙】
	記述の点検
	○　書く目的にそって，事象や行為などを表す多様な語句の中から，伝えたい内容にふさわしいものを選ぶとともに，より表現効果を高めるような語句を用いている。

☆　「わかりにくい・伝わりにくい」と指摘された表現について，いくつかの言い換えをあげさせて，その中からふさわしいものを選ばせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	８　書く材量を整理するには

12　書いた文章を交流するには

	『学びを広げる』との関連
	・記録のメモ（P85）

・視覚にうったえる編集（P95）


	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「漢字の音と訓」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字の音と訓
	1
漢字1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　同音異字・同訓異字の使い分けについて考えようとしている。
	行動の観察
	☆　「復・複・腹」「温・暖」などの同音異字・同訓異字の意味の違いを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　漢字の音と訓の違い，同音異字・同訓異字についておおむね理解している。
	行動の観察
	☆　国語辞典や漢字字典を引いて，音と訓を確かめたり，同音異字・同訓異字の例文や熟語例を書き出させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	思考力２

	単元のねらい
	多角的に考える

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑧」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑧
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　考えることや科学・自然に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　考えることや科学・自然に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「『故事成語』を使って書こう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	｢故事成語｣を使って書こう
	3
書く3
	・題材の用い方について感想を交流する。
【Ｂア　課題設定と取材】

【伝（ア）　文語のきまりや訓読の仕方を知り，古文や漢文を音読して，古典特有のリズムを味わいながら，古典の世界に触れる】

	言語活動
	関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　故事成語の意味や由来にそった文章を書くことをとおして，日常生活に故事成語が使われている意味を理解しようとしている。
	記述の分析
	○　交流をとおして，故事成語が言語生活を豊かにすることに気づき，自分の表現にいかそうとしている。

☆　故事成語を使って書いた文章を読み合って，その故事成語の使い方が適切かどうかを確かめさせる。

	書く能力
	１　意味や由来を調べた故事成語について，それが使われるのにふさわしい場面と結びつけて文章を書いている。
	記述の確認
	○　故事成語を使って書いた文章を推敲し，よりわかりやすい文章を書いている。

☆　辞書や資料などの故事成語を使った文や文章の例について，そこでどのように故事成語が使われているかを確かめさせる。

	
	２　故事成語の由来を確かめ，それを使うことが日常の表現を豊かにすることを理解している。
	記述の確認
	○　他の故事成語についても進んで調べ，文章を書こうとしている。
☆　辞書や資料などの故事成語を使った文や文章の例について，故事成語を使わない言い方や述べ方と比べて考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　漢文特有のリズムを味わいながら書き下し文を読んで，故事成語の由来となった世界に触れている。

【伝（ア）】
	行動の観察
	○　「故事成語」の内容を理解し，その内容を声に出して表現しようと工夫している。

☆　繰り返し音読させるなどして，漢文特有のリズムに慣れさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」および〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	12　書いた文章を交流するには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の評価（P83）

・引用の手法（P89）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「トロッコ」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	トロッコ
	5
読む5
	・主人公の描かれ方をとおして，自分のものの見方や考え方を広げる。

【Ｃオ　自分の考えの形成】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　最後の場面に表れている作者のものの見方や考え方について，自分なりのものの見方や考え方をもとうとしている。
	記述の分析
	○　作者のものの見方や考え方について，自分なりの感想や意見・批判を述べている。

☆　最後の四行がある場合とない場合とで，作品の印象がどのように異なるかを考えさせる。

	読む能力
	１　主人公の心情がどのように描かれているかを，場面の展開にそって読み取っている。
	記述の確認
	○　トロッコへのあこがれ・喜び・不安・いらだち・解放感などの良平の心情を的確に読み取って表現している。

☆　場面ごとに，良平の気持ちを表す言葉を確かめさせる。

	
	２　情景の描写が，物語の展開や作品の雰囲気を描き出すうえで，どのような効果をあげているかを考えながら読んでいる。
	記述の確認
	○　情景描写と良平の気持ちとの関連を図りながら読みを深めている。

☆　「みかん畑」についての三つの描写（P174L8～L16）について，それがあるのとないのとでどう違うか，どんな表現効果があるかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　主人公の心情や情景を描くうえで用いられている多様な語句（擬声語・擬態語や畳語など）について，その役割や効果に注意して読んでいる。

【言（ウ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　心情や情景を表す語句を的確にとらえて読みを深めている。

☆　擬声語・擬態語（P171の「ごろり」（L7），「ひやり」（L8），「ごろり，ごろり」（L9）など）や，畳語（P171の「恐る恐る」（L6），「そろそろ」（L9）など）がどのような意味で使われているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	22　心情の変化を読み取るには

24　情報を読み取り，理解を深めるには

	『学びを広げる』との関連
	・ヘルマン=ヘッセ「少年の日の思い出」（P36）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「せりふとト書き」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	せりふとト書き
	2
書く2
	・書いた文章を読み合い，題材の捉え方について感想を話し合う。
【Ｂオ　交流】

	言語活動
	関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　他の人の題材の捉え方や物語の組み立て方の工夫について考え，自分の表現に役立てようとしている。
	記述の分析
	○　自分の書いた文章を他の人の書いた文章と比べ，自分の文章に足りないものを取り入れようとしている。

☆　題材の捉え方や物語の組み立て方について，自分が使ってみたいと思うものをあげさせる。

	書く能力
	１　写真や絵などについてさまざまに発想して，意外性や転換のおもしろさのある物語を工夫して書いている。
	記述の確認
	○　Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの写真をさまざまに組み合わせて，短い物語をつくっている。

☆　写真や絵などの組み合わせ方を変えて，それぞれの場合の物語の展開を考えさせる。

	
	２　題材の捉え方や，物語の組み立て方の工夫に着目して，感想を交流している。
	記述の確認
	○　物語の展開だけでなく描写なども工夫し，読みやすい文章になるよう意識して書いている。

☆　書き手の題材の捉え方や物語の組み立て方について，どのような工夫があるかを質問して確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　書く目的にそって，事象や行為などを表す多様な語句の中から，効果的な言葉を選んで用いている。
【言（ウ）　語句・語彙】
	記述の点検
	○　この漫画以外の四コマ漫画を読んで，そのおもしろさについて考えている。

☆　書こうとする物語の中の人物や動物について，話者を変えてせりふを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	12　書いた文章を交流するには

	『学びを広げる』との関連
	・わかりやすいメッセージ（P97）

・評価の場面（P99）


	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「効果的な表現方法」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	効果的な表現方法
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（オ）　表現の技法】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　比喩や擬人法が表そうとしている状況について考えようとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　「空中ブランコ乗りのキキ」の「空を滑るように」がどのような状況を表そうとしているか，考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　比喩や擬人法の表現効果についておおむね理解している。
	行動の観察
	☆　「落とし穴」「綱渡り」などの本来の意味と比喩的な意味の共通性を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	想像力

	単元のねらい
	さまざまな見方・考え方を知る

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑨」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑨
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　比喩やつながりに関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　比喩やつながりに関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「食感のオノマトペ」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	食感のオノマトペ
	4
読む4
	・数値やグラフから読み取った情報を手がかりに文章を読み進める。

【Ｃカ　読書と情報活用】

	言語活動
	課題にそって本を読み，必要に応じて引用して紹介することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　資料を引用したり用例をあげたりしながら，オノマトペについて感じたり考えたりしたことをまとめようとしている。
	記述の分析
	○　筆者の考え方をふまえて自分の考え方をしっかりともち，それを的確に発表しようとしている。

☆　日常生活の中で，食感を表す以外にどのようなオノマトペを聞いたり使ったりしているか，具体的な例をあげさせる。

	読む能力
	１　日本語のオノマトペについて，どのような特徴があるかを，本文とグラフをもとに読み取っている。
	記述の確認
	○　二つのグラフから，特に世代差，男女差という観点をもとに，その特徴を読み取って的確に整理している。

☆　三つの「わかってきた」ことと二つのグラフで示されている事柄との関係を確かめさせる。

	
	２　筆者が資料や調査結果をもとにどのように考え，整理したのかを読み取っている。
	記述の確認
	○　三つの観点を的確に指摘して，それぞれの観点についての筆者の考え方を読み取っている。

☆　結論で述べられている「食べ物の性質や特色」が，「わかってきたこと」のどこを根拠にしているのかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　さまざまなオノマトペが，日本語の表現を豊かにしていることを理解している。

【言（ウ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　「食感のオノマトペ」に対する筆者の考え方を，具体的かつ的確に書いている。

☆　「このウドはしゃきしゃきしておいしいですね。」「このアナゴの天ぷら，外はぱりぱり，中はしっとりで最高です。」のそれぞれについて，オノマトペを使わなかったらどのような印象になるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	15　事実と意見とを読み分けるには

	『学びを広げる』との関連
	・本川達雄「速い生活，だいじょうぶ？」（P60）

・表とグラフによる表示（P87）

・引用の手法（P89）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「正確に聞き取ろう」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	正確に聞き取ろう
	3
話す・聞く3
	・話される情報を正確に聞く。

・自分の考えとの共通点や相違点を整理して聞く。
【Ａエ　聞くこと】

	言語活動
	日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりすることをとおした指導。【Ａ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　全体と部分，事実と意見などに注意して話を聞いて，内容を確かめるために質問をしたり，考えを比べたりして，聞き取った内容を整理しようとしている。
	記述の分析
	○　相手の話をよく聞き，「メモするときのポイント」にある点をふまえて，的確にメモを取ろうとしている。

☆　聞き取ったメモを，事実と話し手の体験や経験，それにもとづく話し手の考えなどのポイントに分けて整理させる。

	話す・聞く能力
	１　話し手の伝えようとする内容がどのようなものかを，全体と部分，事実と意見などに注意しながら聞き取っている。
	記述の確認
	○　二人の意見をよく聞いて，それぞれの意見をふまえて自分の考えをもち，相手の意見と比較できている。

☆　聞き取ったメモの内容を他の人と比べて，まちがいや足りないところがないかを確かめさせる。

	
	２　話し手の意見について，自分の考えと比べて同じところや異なるところを整理しながら聞き取っている。
	記述の確認
	○　自分の考えとの共通点・相違点がしっかりとメモされ，理解されている。

☆　自分の考えと同じところや異なるところを話し手に質問して確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　聞き手として，話し手の声の大きさや間の取り方，話す速さなどの話し言葉の特徴に注意して話を聞いている。

【言（ア）　言葉の働きや特徴，言葉遣い】
	記述の点検
	○　「運動会についての校内放送の例」（P195）を聞いて，自分の組がいつ，どこに，何を持っていけばよいかを指摘することができる。

☆　「運動会についての校内放送の例」（P195）では，どの部分を強調すれば内容が伝わりやすいかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ａ　話すこと・聞くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	２　わかりやすく話すには

５　聞いた内容を確かめるには

	『学びを広げる』との関連
	・情報の評価（P83）

・記録のメモ（P85）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「未来を見つめる」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	未来を見つめる
	3
書く3
	・自分の伝えたいことを，適切な材料を用いて明確に書く。

・書いた文章を読み返し，わかりやすい書き方について考える。
【Ｂウ　記述】

【Ｂエ　推敲】

	言語活動
	関心のある芸術的な作品などについて，鑑賞したことを文章に書くことをとおした指導。【Ｂ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　交流したことをいかして推敲することをとおして，読みやすくわかりやすい表現の仕方について考えようとしている。
	記述の分析
	○　適切な材料を用いて，しっかりした構成の文章を書こうとしている。

☆　交流して気づいたことから，文章の構成や語句の用い方についてどのような問題があるのかを確かめさせる。

	書く能力
	１　書きたい事柄の中心が明確になるように，内容を整理している。
	記述の確認
	○　選んだ漢字や言葉について，具体的な情報が書かれていて，書くための材料として充実している。
☆　書くための材料について，不足している内容を書き加えたり，類似の内容をまとめたりさせる。

	
	２　読み手に内容が確かに伝わる文章になっているかどうかを，交流をとおして確かめ合っている。
	行動の観察
	○　相手の下書きを適切に評価し，相手の意見をしっかり捉えて意欲的に改善している。
☆　交流の観点（P201L6～8）にそって，文章の内容を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　自分の「決意」を伝えるために選んだ漢字や短い言葉について，その辞書的な意味をもとに自分らしい捉え方をして説明している。

【言（イ）　語句・語彙】
【漢（イ）　漢字の書き】
	記述の点検
	○　カードを並べて，自分の思いをしっかりと伝えられるように構成を考えている。
☆　選んだ漢字や言葉の意味と，自分の思いや経験とがどのようにつながっているかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｂ　書くこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「確かめよう」との関連
	７　書く内容を決めるには

11　書いた文章を見直すには

	『学びを広げる』との関連
	・事物からの情報収集（P81）

・引用の手法（P89）

・わかりやすいメッセージ（P97）


	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「文脈上の意味と用法」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	文脈上の意味と用法
	1
言葉の特徴やきまり1
	・言葉の特徴やきまり，漢字についての理解を深める。
【言（イ）　語句・語彙】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文脈上で意味のわからない単語を国語辞典で引いて，意味を考えようとしている。
	発言の確認

行動の観察
	☆　国語辞典を引いて，辞書的な意味と例文を書き出させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　辞書的な意味をもとにして文脈上の意味をおおむね推定している。
	行動の観察
	☆　国語辞典の辞書的な意味を書き出し，それをもとにして文脈上の意味を想像して書き加えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。



	単元名
	言語感覚

	単元のねらい
	言葉の感覚を磨く

	


	教材名
	配当時間
	「漢字を使いこなそう⑩」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	漢字を使いこなそう⑩
	1
漢字1
	・漢字の読み書きについての理解を深める。
【漢（ア）　漢字の読み】

【漢（イ）　漢字の書き】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　言語や慣用句に関わる言葉の漢字を読んだり書いたりすることをとおして，自分の言語生活にいかそうとしている。
	行動の観察
	☆　『学びを広げる』や国語辞典などを活用して例文の中での漢字の意味を調べ，その意味を説明させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　言語や慣用句に関わる言葉を書いたり読んだりしている。
	行動の観察
	☆　繰り返し練習させるとともに，国語辞典を活用するなどして，その漢字を使った短文を考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（1）〕と「学習目標」に基づいて設定している。

★　「言語についての知識・理解・技能」の評価は，学習活動全体をとおして身につけたことを評価するものである。したがって，ここではＢ「おおむね満足できると判断される状況」と，Ｂを実現していない学習者への手だての例のみを示した。


	『学びを広げる』との関連
	・常用漢字活用字典（P110）


■『学びを広げる』
	「本編」との関連
	・芥川龍之介「トロッコ」　（「想像力」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「少年の日の思い出」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	少年の日の思い出
	5
読む5
	・主人公の描かれ方をとおして，自分のものの見方や考え方を広げる。

【Ｃオ　自分の考えの形成】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　最後の場面に表れている作者のものの見方や考え方について，自分なりのものの見方や考え方をもとうとしている。
	記述の分析
	○　最後の場面に表れている作者のものの見方や考え方について，仲間の考えと比較しながら自分のものの見方や考え方を広げたり深めたりしようとしている。

☆　チョウを押し潰す場面がある場合とない場合とで，作品の印象がどのように異なるかを考えさせる。

	読む能力
	１　主人公の心情がどのように描かれているかを，場面の展開にそって読み取っている。
	記述の確認
	○　主人公の心情がどのように描かれているのかを，各場面を結びつけながら，その変化をできごとと関わらせながら読み取っている。

☆　場面ごとに，「ぼく」の気持ちを表す言葉を確かめさせる。

	
	２　細部の描写が，物語の展開や作品の雰囲気を描き出すうえで，どのような効果をあげているかを考えながら読んでいる。
	記述の確認
	☆　「クジャクヤママユ」についての三つの描写（P39中段L3～L9）について，それがあるのとないのとでどう違うか，どんな表現効果があるかを考えさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　主人公の心情や細部を描くうえで用いられている表現（副詞の多用や比喩など）について，その役割や効果に注意して読んでいる。

【言（オ）　表現の技法】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　主人公の心情や情景を描くうえで用いられている多様な語句について，その役割や効果を考え，主題と関わらせて読んでいる。

☆　副詞の多用（P37中段の「全く」「ひどく」（L3），「すっかり」（L5）など）や，比喩（P37の「貪るような」（中段L17），「乾いた荒野の焼けつくような」（中段L22），「まるで宝を探す人のように」（下段L2など）がどのような意味で使われているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・別役実「空中ブランコ乗りのキキ」　（「理解力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「注文の多い料理店」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	注文の多い料理店
	4
読む4
	・場面の展開や登場人物に注意して読む。
【Ｃウ　文章の解釈】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　言葉を手がかりにしながら文脈をたどって読んで，描写の効果について考えようとしている。
	記述の確認
	○　題名に込められた意味について考えるとともに，「紙くずのように～もとのとおりに治りませんでした。」という記述が表す意味について考えている。

☆　二人の紳士の言動をたどらせ，それらがどのようなつながりをもっているかを考えさせる。

	読む能力
	１　場面の展開や状況の中で登場人物がどのように描かれているかを，確かめながら読んでいる。
	記述の分析
	○　教材の記述をふまえたうえで，客観的に，自分の言葉で登場人物像や心情をまとめている。

☆　それぞれの登場人物について書かれている部分に線を引かせて，どのような人物かを考えさせる。

	
	２　情景や行動・せりふなどに注目して，それぞれの場面の二人の紳士の心情がどのように描かれているか考えながら読んでいる。
	行動の観察
	○　情景や行動・せりふなどに注目して，二人の紳士の心情がどのように描かれているか考えている。

☆　二人の紳士の心情がわかる表現を確かめさせ，それぞれの場面についてどのような気持ちかを箇条書きであげさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　文章の中で使われている比喩や寓話らしい表現の技法の意味や使われ方について理解している。
【イ言（オ）　表現の技法】
【ウ漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　擬音語や擬態語に着目して場面の情景を想像するとともに，「風」に関する表現など，象徴的な表現による場面展開の方法を知っている。

☆　比喩や寓話らしい技法などの例をあげ，同じような表現を文中から探させる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・重松　清「タオル」　（「思考力２」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「アイスキャンデー売り」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	アイスキャンデー売り
	4
読む4
	・登場人物の行動から，心情を読み取る。
【Ｃウ　文章の解釈】

	言語活動
	さまざまな種類の文章を音読したり朗読したりすることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ア】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　文脈をたどりながら登場人物の行動や心情の描写を読み取ることをとおして，作品の世界を味わおうとしている。
	記述の分析
	○　P59下段L4「お腹が痛くなってもいいから，食べておけばよかった。」という筆者の思いがなぜ平和への願いに結びつくのかを考え，ノートにまとめている。

☆　アイスキャンデー売りに対する「私」の心情の変化を確かめさせる。

	読む能力
	１　時間の流れにそって，アイスキャンデー売りについての「私」の心情を確かめながら読んでいる。
	記述の確認
	○　アイスキャンデー売りに対する「私」の心情をノートにまとめ，自分なりの考えを書いている。

☆　アイスキャンデー売りに対する「私」の心情の描写をあげさせて，整理させる。

	
	２　P59中段L14の場面で，アイスキャンデー売りとその場にいた子どもたちのそれぞれの思いがどのように描かれているかを考えながら読んでいる。
	記述の確認
	○　P59中段L14の場面で，アイスキャンデー売りとその場にいた子どもたちのそれぞれの思いがどのように描かれているかを考え，交流している。

☆　アイスキャンデー売りの行動（P58L10～）の理由を確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　人物の行動や場面を描くために用いられている語句について，その効果を考えている。

【言（ウ）　語句・語彙】

【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　アイスキャンデー売りに対する「私」の気持ちがよく表れている表現を指摘し，それがもつ効果に気づいている。

☆　「お金を握り締めて」（P58中段L1），「指をくわえて」（P58下段L4）などの表現について，他の言葉を使った表現と比べてどのような効果があるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・早川文代「食感のオノマトペ」　（「言語感覚」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「速い生活，だいじょうぶ？」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	速い生活，だいじょうぶ？
	4
読む4
	・数値やグラフから読み取った情報を手がかりに文章を読み進める。

【Ｃカ　読書と情報活用】

	言語活動
	課題にそって本を読み，必要に応じて引用して紹介することをとおした指導。【Ｃ－言語活動例ウ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　資料を引用したり用例をあげたりしながら，動物の時間の進み方について感じたり考えたりしたことをまとめようとしている。
	記述の分析
	○　筆者の考えに対して，別の根拠に基づいた自分の考えをもっている。

☆　日常生活の中で，時間の進み方が早く感じる場合と遅く感じる場合とについて，具体的な例をあげさせる。

	読む能力
	１　動物の時間の進み方について，どのような特徴があるかを，本文とグラフをもとに読み取っている。
	記述の確認
	○　表の内容が本文のどの部分と対応しているかを理解し，体重と時間との関係を的確に捉えている。

☆　二つの「わかってきた」ことと，表やグラフで示されている事柄との関係を確かめさせる。

	
	２　筆者が資料や調査結果をもとにどのように考え，整理したのかを読み取っている。
	記述の確認
	○　体重と時間との関係をふまえて，筆者の主張とその根拠を理解している。

☆　題名の「速い生活，だいじょうぶ？」が，どこを根拠にしているのかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　読み手の理解を助けるために，筆者がどのような表現の工夫をしているかを捉えている。

【言（ウ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　読み手の理解を助けるために，筆者が用いたグラフの効果を理解している。

☆　「時間は体重の四分の一乗にほぼ比例する」（P60中段L12），「時間とエネルギー消費量とは反比例する」（P61下段L14）のそれぞれについて，筆者がどのように言いかえているかを確かめさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・小関智弘「信頼をつなぐ」　（「思考力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「玄関扉」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	玄関扉
	4
読む4
	・どんなことを伝えるために，何を例に用いて説明しているかを考えながら読む。

【Ｃイ　文章の解釈】

	言語活動
	文章と図表などとの関連を考えながら，目的に応じて必要な情報を読み取ることをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　例示の意味や効果を考えながら，筆者が伝えたいことを論の展開にそって読み取ろうとしている。
	記述の分析
	○　筆者の例の用い方の適切さや不十分さなどについて考え，評価しようとしている。

☆　ドアの外開きと内開きについて，それぞれが何を象徴しているのかを確かめさせる。

	読む能力
	１　本文中にあげられている例のそれぞれが，筆者が伝えたいこととどのようにつながっているかを確かめながら読んでいる。
	記述の確認
	○　筆者が具体的な場面(例)を想定して外開きと内開きの利点・欠点を比較していることについて記述している。

☆　ドアが外開きであることによって，どのような利点があるかを確かめさせる。

	
	２　大きな意味のまとまりごとに中心を読み取って，それぞれのまとまりがどのような役割をもっているかを理解している。
	記述の確認
	○　視点を変えることで新たなを図っていることや，2つのドアの比較から文化の比較へと論が広がっていることなどについて記述している。

☆　大きな意味のまとまりごとに，それぞれの例について筆者がどんなことを伝えようとしているかを確かめさせる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　筆者が伝えたいこととそれを支える例とを書き分けるために，文と文・段落のつながりをどのように工夫しているかを理解している。

【言（エ）　単語，文及び文章】
【漢（ア）　漢字の読み】
	記述の点検
	○　ドアの外開きと内開きを比較している７段落はそれ自体がさらに８段落と比較の関係にあることに気付いている。

☆　「一方」（P66中段L21）が，その前後の内容をどのようにつないでいるかを考えさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



	「本編」との関連
	・三宮麻由子「ユニバーサルな心を目指して」　（「理解力１」単元）

	


	教材名
	配当時間
	「数え方でみがく日本語」の学習目標 【学習指導要領の指導事項】

	数え方でみがく日本語
	4
読む4
	・言葉の意味を捉えながら筆者の考えを読み取る。

【Ｃア　語句の意味の理解】

	言語活動
	文章と図表などとの関連を考えながら，説明や記録の文章を読むことをとおした指導。【Ｃ－言語活動例イ】

	評価の観点
	学習活動における具体の評価規準
（Ｂ｢おおむね満足できると判断される｣状況）
	評価方法
	○Ａ｢十分満足できると判断される｣状況と評価する際のキーワードとその具体的な姿の例
☆Ｂを実現していない学習者への手だての例

	関心・意欲・態度
	１　筆者の伝えたいことを理解するために，語句の文脈の中での意味を的確に捉えて，文章を読もうとしている。
	記述の分析
	○　教材本文中の「みがく」という言葉の意味を考えて，筆者の主張を読み取っている。

☆　筆者がいう「言葉の感性をみがく」（P69下段L17）とはどのようなことかを考えさせる。

	読む能力
	１　「枚」と「個」の使われ方の違いについて，筆者の例示や調査などに即して理解している。
	記述の確認
	○　深さや厚さによって「枚」と「個」を使い分けていることを知るとともに，他の数え方についても調べている。

☆　P68とP69の図を見て，「枚」と「個」が分かれる理由を考えさせる。

	
	２　例にあげられている慣用表現の意味について，もとになった言葉のもつ意味との関係をふまえて考えている。
	記述の点検
	○　慣用表現内の「枚」の使われ方をもとにして，「枚」の意味について記述している。

☆　「二枚目」や「一枚かむ」・「枚挙にいとまがない」の言葉の由来が書かれた箇所を指摘させる。

	言語についての
知識・理解・技能
	１　ものの数え方の違いやそれにまつわる慣用表現などが，日本語の表現を豊かにしていることを理解している。
【言（ウ）　語句・語彙】
【漢（ア）　漢字の読み】
	行動の観察
	○　ものの数え方はさまざまにあることを知ると同時に，特定の数え方をする理由について調べている。

☆　辞書などを用いて「枚」を使った別の慣用表現を見つけさせる。

	＊　「関心・意欲・態度」の評価規準については，この学習材で育成すべき言語能力に合わせて設定するものであるので，ここでは学習指導要領の「２　内容」「Ｃ　読むこと」と「学習目標」に基づいて設定している。



■「確かめよう」
	領域
	教材名
	指導事項
	評価規準

	話すこと・聞くこと
	話題を決めるには
	Ａア
	日常生活の中の話題について，話したり話し合ったりするための材料をどのように選んだり決めたりしたらよいかを考えている。

	
	わかりやすく話すには
	Ａイ
	伝えたいことの中心を明らかにして，具体的な事実をもとに自分の考えを伝えるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	伝わるように話すには
	Ａイ
	話をするときに聞き手の反応に応じて話し方や話の内容をどのように工夫したらよいかを考えている。

	
	聞き手を意識して話すには
	Ａウ
	聞き手に伝わるように話すためにはどのような知識をいかすことが必要かを確かめている。

	
	聞いた内容を確かめるには
	Ａエ
	聞いた内容を整理するにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	話題にそって話し合うには
	Ａオ
	話題にそって話し合うためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	書くこと
	書く内容を決めるには
	Ｂア
	日常生活の中の話題について，書くための材料をどのように選んだり決めたりしたらよいかを考えている。

	
	書く材料を整理するには
	Ｂイ
	書くために集めた材料をどのように分類・整理して構成したらよいかを考えている。

	
	段落の役割を考えて構成するには
	Ｂイ
	文章を書くときに段落の役割とそれぞれの段落のつなぎ方をどのようにしたらよいかを考えている。

	
	根拠を明確にして書くには
	Ｂウ
	自分の考えや気持ちを伝えるためにはどのように根拠を示したらよいかを考えている。

	
	書いた文章を見直すには
	Ｂエ
	書いた文章を読みやすくわかりやすいものにするにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	書いた文章を交流するには
	Ｂオ
	書いた文章を読み合うときにはどのようにしたらよいかを考えている。

	読むこと（説明）
	語句の意味を知るには
	Ｃア
	文章の中の語句の意味を的確に理解するにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	中心となる内容を捉えるには
	Ｃイ
	文章の中心となる内容を捉えるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	事実と意見とを読み分けるには
	Ｃイ
	文章の中の事実と筆者の意見とを読み分けるためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	文章の内容をまとめるには
	Ｃイ
	文章の内容を要約したり要旨を捉えたりするにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	文章の特徴について考えるには
	Ｃエ
	文章の特徴や工夫を捉えるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	必要とする情報を集めるには
	Ｃカ
	本や文章などから必要な情報を集めるにはどのようにしたらよいかを考えている。

	読むこと（文学）
	語句の意味やイメージをつかむには
	Ｃア
	文章の中の語句の意味やイメージを的確につかむにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	場面の展開を読み取るには
	Ｃウ
	場面の展開を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	人物の描写をとおして内容を読み取るには
	Ｃウ
	人物の描写をとおして内容を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	心情の変化を読み取るには
	Ｃエ
	人物の心情の変化を読み取るためにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	ものの見方や考え方を広げるには
	Ｃオ
	文章に表れているものの見方や考え方をとらえ，自分のものの見方や考え方を広くするにはどのようにしたらよいかを考えている。

	
	情報を読み取り，理解を深めるには
	Ｃカ
	本や文章などから集めた情報を読み取って，内容の理解を深めるにはどのようにしたらよいかを考えている。
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